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◆ 地 域 の 皆 様 か ら の 投 稿 や ご 意 見 、 ご 感 想 を 随 時 募 集 し て い ま す 。 ご 連 絡 は 事 務 局 ま で 。◆ 本 紙 の 印 刷 費 の 一 部 に は 、 等 々 力 地 区 の 古 着 ･ 古 布 回 収 の 売 払 い 金 が 充 て ら れ て い ま す 。
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等 々 力 地 区 に は 、 共 通 の 目 的 や 興

味 で 活 動 を 続 け て い る 地 域 コ ミ ュ ニテ ィ が 多 く あ り ま す 。 初 回 は 、  「

等 々

力 あ ゆ み の 会

」 を 紹 介 し ま す 。

　
「 等 々 力 あ ゆ み の 会 」 は 、 世 田 谷

区 社 会 福 祉 協 議 会 の 地 域 支 え あ い 活動 で あ り 、 心 身 機 能 の 維 持 や 寝 た きり 予 防 等 を 目 的 と し て い ま す 。　
介 護 保 険 制 度 ス タ ー ト と ほ ぼ 同 時

期 に 発 足 し 、

2 4年 の 歴 史 が あ り ま

す 。 民 生 委 員 経 験 者 ほ か 現 在

1 0名 の

ス タ ッ フ で 運 営 し て い ま す 。 毎 月 ２回 の 活 動 日 が あ り 、  午 前 は 軽 い 体 操 、昼 食 タ イ ム を 挟 み 、 午 後 は 歌 と お 楽し み の ゲ ー ム な ど が 催 さ れ ま す 。 特に 、  「 言 葉 ビ ン ゴ 遊 び 」 は 、 チ ー ム 対戦 に な る と 参 加 者 、 ス タ ッ フ 一 緒 にな っ て 大 い に 盛 り 上 が り ま す 。 時 間が あ っ と い う 間 に 経 ち 、 お 帰 り に なる 時 の 参 加 者 の 皆 さ ん の 満 足 そ う な笑 顔 が と て も 嬉 し く 、 ス タ ッ フ と して や り 甲 斐 を 一 番 感 じ る そ う で す 。　
一 方 で 、 課 題 も あ り ま す 。 参 加 者

の み な ら ず 、ス タ ッ フ 側 も高 齢 化 し て きて お り 、 活 動の 範 囲 が 限 られ て き て い るこ と で す 。 かつ て は 、 外 出し て 散 策 や 買い 物 を 楽 し むよ う な 企 画も あ り ま した が 、 現 在 は

室 内 で で き る 催し 物 に 限 定 し てい ま す 。 そ れ でも 、  コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 豊 か に 、皆 で 充 実 し た 時間 を 共 有 さ れ てい る こ と は 、 何物 に も 代 え が たい 財 産 で は な いで し ょ う か 。　
今 回 、  ス タ ッ フ の 皆 さ ん と 談 話 し 、

取 材 す る 中 で 、 発 足 時 の 苦 労 な ど 昔話 に も 花 咲 き 、 全 員 が 次 第 に 明 る く生 き 生 き し た 表 情 に 変 わ っ た の が とて も 印 象 的 で し た 。 こ う し た 息 長 く着 実 に 続 い て い る 地 域 の 活 動 が 、 日頃 の 見 守 り や 災 害 な ど い ざ と い う 時の 心 強 い 共 助 の 力 に つ な が る の で はな い か と 痛 感 し ま し た 。
（ 問 合 せ

　
世 田 谷 区 社 会 福 祉 協 議 会

　
等 々 力 地 区 事 務 局

０ ７ ０

｜ ３ ９ ４ ６

｜ ９ ７ ９ ８ ）

 水 素 バ ス 乗 車 体 験 記　
た ま た ま 等 々 力 駅 前

を 通 っ た 時 、 東 京 駅 南口 行 き の 、 車 体 の 青 い バス が 走 っ て い た 。 車 体 には 大 き く H

2
の 文 字 。 見

た 瞬 間 に 、 2 0 1 9 年 のモ ー タ ー シ ョ ー で 、 会 場内 で 試 乗 し た こ と の あ る水 素 バ ス と 同 じ だ と 気が 付 い た 。 そ の バ ス が 、

　

 　
こ れ か ら の 行 事

◆ た け の こ 掘 り 体 験

�

等 々 力 渓 谷 保 存 会

　 　

４ 月

1 3日 ㈯

 

等 々 力 渓 谷 公 園

◆ 第 ４ 回 お や ま だ い 大 運 動 会

尾 山 台

4商 店 街 連 合 会

　 　

5月

1 2日 ㈰

�

尾 山 台 小 学 校

　
校 庭

（ 雨 天 時 は 体 育 館 ）

◆ 等 々 力 農 振 会 朝 市

�

等 々 力 農 振 会

　 　

6月

2 9日 ㈯

 

玉 川 総 合 支 所 コ ミ ュ ニ テ ィ 広 場

       春 の

交 通 安 全

　 　

  運 動 に 際 し て

　
等 々 力 地 区 は 環 八 通 り 、 目 黒 通 り

と い っ た 幹 線 道 路 が あ り 、 ま た 等 々力 通 り 、 多 摩 堤 通 り 、 上 野 毛 通 り 、駒 八 通 り と い っ た 交 通 量 の 多 い 主 要道 路 も 通 っ て い ま す 。 さ ら に こ れ を取 り 巻 く 道 は 、 住 民 の 生 活 道 路 と して ま た 通 り 抜 け 道 路 と し て 活 用 さ れて い ま す 。　
大 井 町 線 の 尾 山 台 ・ 等 々 力 駅 の 周

辺 は 、 区 役 所 ・ 図 書 館 等 公 共 施 設 、金 融 機 関 へ の 訪 問 者 ま た 各 商 店 街 への 買 い 物 客 、 納 品 車 等 で に ぎ わ っ てい ま す 。　
こ の よ う な 環 境 の 中 で 人 口 密 集 市

街 地 と し て 、 交 通 事 故 だ け で は あ りま せ ん が 、 緊 急 自 動 車 の サ イ レ ン を毎 日 耳 に し な が ら 過 ご し て い ま す 。
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玉 川 小 学 校 1 3 2  名 

尾 山 台 小 学 校 9 0 名
九 品 仏 小 学 校 4 7 名
等 々 力 小 学 校 1 2 3  名 
玉 堤 小 学 校 7 4  名 
八 幡 中 学 校 7 0  名 
尾 山 台 中 学 校 1 0 6  名 
東 深 沢 中 学 校 1 4 0  名 

ご  卒 業 お  め で と う ご ざ  い ま す 。 募 金 あ り が と う ご ざ い ま し た
　
令 和 5 年 度 に 行 わ れ た 各 募

金 額 は 下 表 の と お り で す 。　
ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま

し た 。

日 本 赤 十 字 社 社 資 募 集 1, 7 3 2, 3 5 0  円

社 会 福 祉 協 議 会 会 員 会 費 1, 7 3 9, 2 7 0 円

共 　 　  同 　 　  募 　 　  金 1, 6 3 6, 2 5 2  円 

歳 末 た す け あ い 募 金 1, 7 4 0, 0 5 1  円 

地 域 の 活 動

  紹 介 シ リ ー ズ

 ①

な ぜ 等 々 力 か ら 東 京 駅 南 口 の 路 線 バス で 走 っ て い る の だ ろ う か 、 様 々 な疑 問 が 湧 い て き た 。　
・
い つ か ら 走 っ て い る の ?

 ・
運 行 ダ

イ ヤ は ?

 ・
１ 日 に 何 往 復 し て い る の ?

 

・
台 数 は ？

 ・
い つ ま で 走 る ？

 等 々

　
ネ ッ ト を 調 べ て わ か っ た こ と は 、

2 0 2 1 年 の 東 京 オ リ ン ピ ッ ク を 契機 に 、 都 内 の い く つ か の 路 線 で 、 水素 バ ス が 運 行 を 開 始 し た と い う こ とだ 。 水 素 バ ス だ か ら と い っ て 、 特 別料 金 が か か る わ け で な く 、

2 2 0円 で 乗

れ る 。 等 々 力 始 発 の ダ イ ヤ を 調 べ ると 、 り そ な 銀 行 前 の 停 留 所

9：

3 9

発 ・ 東 京 駅 南 口

1 1：

1 0着 と い う ダ イ

ヤ が あ る こ と が わ か っ た 。　
と い う こ と で 、 試 し に 乗 っ て み る

こ と に し た 。 青 い か っ こ い い バ ス に乗 り 込 む と 、 中 の 座 席 配 置 に 特 別 な感 じ は な く 、 通 常 の 東 急 バ ス と 同 じだ 。 車 内 は 静 か だ な と い う 印 象 が あり 、 特 に 権 之 助 坂 を 登 る 時 、 デ ィ ーゼ ル な ら う な り 音 が 大 き い の が 、 水素 バ ス で は す ー っ と 登 っ て い き 、 紛れ も な く 電 動 モ ー タ ー の お か げ だ とい う こ と が わ か る 。　
普 段 、 東 京 駅 ま で 行 く の に バ ス を

利 用 し た こ と が な い だ け に 、 車 窓 から 見 え る 景 色 の 変 化 が 楽 し め る こ とに 気 が 付 い た 。 目 黒 を 出 て 、 白 金 の自 然 公 園 の あ た り か ら 、 慶 応 大 学 を過 ぎ 、 東 京 タ ワ ー の 下 あ た り を 通 る道 は 、 東 京 が こ ん な に 緑 が 多 く 、 きれ い な 街 に な っ て い る こ と に び っ くり し た 。 帝 国 劇 場 か ら 日 比 谷 公 園 あた り ま で 来 る と 、 地 下 鉄 を 利 用 し てい て は 気 づ か な い 東 京 の 魅 力 を 感 じら れ た 。 終 点 の 東 京 駅 の レ ン ガ 造 りの 駅 舎 が 見 え る と 、 ヨ ー ロ ッ パ の 駅

に 着 い た よ う な 気 分 と なる 。 青 い 水 素 バ ス と 赤 い駅 舎 の コ ン ト ラ ス ト が いい 。 バ ス を 降 り て 周 り を見 る と 、 東 京 駅 南 口 か ら他 の 地 域 に 向 か う 水 素 バス が 停 車 し て い る こ と に気 が つ い た 。 東 急 だ け でな く 、 合 計

9社 が 水 素 バ

ス を 運 行 し て い る こ と が

  古 着

･古 布 回 収 の 報 告

　
２ 月

1 8日 ㈰ の 古 着  ・  古 布 回 収 へ  の ご

協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。　
お か げ さ ま で 約 ７ ．

7 2ト ン の 古 着 ・ 古

布 が 回 収 さ れ ま し た 。　
次 回 は 令 和 ６ 年 ７ 月 頃 を 予 定 し て い

ま す 。

 

等 々 力 地 区 町 会 連 合 会

  表 彰 お め で と う ご ざ  い ま す ！
　

2月

9日 ㈮ に 開 催 さ れ た 「 等 々 力

地 区 各 種 団 体 協 議 会 新 年 会 」 に お いて 、

「 丸 子 川 の 環 境 を 守 る 会 」

が 永

年 の 功 績 を 讃 え て 表 彰 さ れ ま し た 。　
守 る 会 は 、 発 足 か ら

3 2年 間 に わ た

り 丸 子 川 の 定 期清 掃 や 環 境 美 化に 取 り 組 ま れ ると 共 に 、 魚 の 放流 や 水 質 環 境 の記 録 を 行 い 、 丸子 川 の 環 境 保 全に 大 き な 貢 献 を果 た さ れ ま し た 。

　
今 年 も 春 の 全 国 交 通 安 全 運 動 が 実

施 さ れ ま す が 、 安 全 運 転 と 歩 行 者 を守 る こ と が 基 本 と な り ま す 。　
交 通 事 故 に 遭 わ な い た め に は 何 と

言 っ て も 『 交 通 ル ー ル を 守 る 』 と いう こ と で す 。 た だ す べ て の 人 が 守 って は く れ ま せ ん 。 急 病 に な り 意 識 を一 時 的 に 失 う 場 合 や 、 ペ ダ ル を 踏 み間 違 え る 事 も あ る で し ょ う 。　
自 動 車 は 、 徹 底 し た 安 全 確 認 を 行

い 運 転 す る こ と で す 。 こ の 不 足 に より 多 く の 事 故 が 起 き て い ま す 。　
自 転 車 な ど 軽 車 両 は 、 被 害 者 に も

加 害 者 に も な り え る の で 、 義 務 付 けら れ て は い ま せ ん が 、 ヘ ル メ ッ ト を 着用 し て の 利 用 が 求 め ら れ ま す 。 最 近 、リ ヤ カ ー 付 き の ア シ ス ト 自 転 車 が 歩道 や 路 地 を 走 行 し て い る の が 散 見 され ま す 。 積 載 重 量 に よ り 急 に 停 止 でき な い の で 注 意 が 必 要 と な り ま す 。

等  々  力  の  歴 史 を 語 り 継 ぐ 会  の  写 真 紹 介等  々  力  の  歴 史 を 語 り 継 ぐ 会  の  写 真 紹 介今 と 昔 シ リ ー ズ

　
～
丸 子 川

～

1 9 3 0 年 頃1 9 3 0 年 頃（（ 昭 和 初 期昭 和 初 期 ））

今

昔

　
目 黒 通 り と 丸 子 川 の 交 差 し た 玉 根

橋 の 下 流 で す 。  昔 と 現 在 の 水 量 の 違 いに 驚 き ま す 。  か つ て は こ の 川 で 泳 い だり 、  ウ ナ ギ を 採 っ  た と 聞 い  て い ま す 。  少し 上 流 の 等 々 力 渓 谷 の 川  （ 谷 沢 川 ）  と丸 子 川 は ど の よ う に 交 差 し て い た の でし ょ う か ？ ご 存 じ の 方 、  写 真 な ど が ある 方 、  ぜ ひ 教 え て く だ さ い 。

　
歩 行 者 の 事 故 は 自 ら の 法 令 違 反 に

起 因 す る こ と が 多 い の で 、 信 号 を よく 守 る こ と が 第 一 で す が 青 信 号 で も右 左 折 の 車 が 来 る こ と が あ る の で 、注 意 し 、 特 に 飛 び 出 し は 厳 禁 で す 。　
交 通 事 故 は ピ ー ク 時 と 比 較 を す れ

ば 相 当 数 減 少 し て い る も の の 、 い まだ に 多 く の 人 が 犠 牲 に な り 尊 い 人 命が 失 わ れ 、 家 族 共 々 後 遺 症 等 で 苦 しん で い る 人 が た く さ ん い ま す 。 交 通事 故 を 少 し で も 減 ら せ る よ う 力 を 合わ せ て 参 り ま し ょ う 。

 

（ 吉 田

 明 ）

ネ ッ ト に 出 て い た 。　
東 京 駅 周 辺 で 時 間 を 過 ご し た あ

と 、

1 5時 ご ろ に 、 再 度 、 等 々 力 ま で

バ ス に 乗 っ た 。 い つ も の 、 デ ィ ー ゼル の 騒 が し い 音 を 聞 い て い る と 、 行き に 乗 っ た バ ス の 乗 り 心 地 の 良 さ をつ く づ く 感 じ た 。 い つ ま で 、 等 々 力〜 東 京 駅 南 口 ま で の 路 線 に 水 素 バ スが 走 る か わ か ら な い だ け に 、 一 度 は乗 っ て み て 、 実 感 し て ほ し い 。 

（ 髙 橋

 裕 二 ）

等 々 力 あ ゆ み の 会
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在宅避難をするために
「災害が起きたらまずは避難所へ」そう思っていませんか？避難所での生活は、
選択肢のひとつに過ぎません。自宅での安全が確保できる状況ならば、在宅避難
を考えてみましょう。住み慣れた自宅で過ごすことで、心身の健康を保ちやすく
なります。災害に備えて、今すぐにできる事前の準備を2点ご紹介します。

☑正確な情報手段を確認しておこう

➀ラジオ
区内の地震情報、被害状況、生活情報などの災害情報を、
エフエム世田谷(周波数FＭ83.4MＨz)でお知らせします。

エフエムせたがや
ホームページ →

➁世田谷区防災ポータル (令和5年9月から運用開始)
災害時における「避難情報」、「避難所の開設情報」
など様々な情報を確認できます。平時においても、日頃
からの備えに役立つ情報として、避難所やハザードマップ
の情報などを確認することができます。
また、東京都の公式アプリ「東京都防災アプリ」にもリンク
できます。(世田谷区防災ポータル内「災害時の情報」→
「防災アプリ」をクリックしてください。)

➃X(旧Twitter)

Xに登録した上で世田谷区危機管理部アカウント(@setagaya_kiki)

をフォローすると、災害・防災情報などが配信されます。

➄防災行政無線・広報車
「防災無線電話応答サービス(℡050‐5536‐6957)」に
電話すると、24時間以内に無線塔から放送された
内容を聞くことができます。※通信料がかかります。

非常時の混乱した状況の中では、デマや噂が多く出回ります。災害時に
正確な情報を入手するための手段やツールを、事前に確認しておきましょ
う！また、町会・自治会の活動に積極的に参加して、地域の方と声を掛
け合える関係を築いておきましょう。

③災害・防犯情報メール配信サービス
あらかじめメールアドレスを登録された方を対象に、
災害・防災情報が電子メールで送信されます。
(パソコン・携帯電話などで受信可能です。)

メール登録サイト→

X公式アカウント→

世田谷区
ホームページ →

世田谷区
防災ポータル →

世田谷区防災キャラクター
じじょすけ
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☑トイレ備蓄、忘れていませんか？

➀水洗トイレを使用する前に、ここをチェック！

➁水洗トイレが壊れてしまったら携帯トイレを使いましょう！

災害時には、自宅のトイレが使えなくなることがあります。トイレに行くのを
我慢すると、体調を崩す原因となります。いざという時のために、ここでは３つ
のポイントを押さえておきましょう！

➂携帯トイレはどれくらい必要？

携帯トイレ

ポリ袋

凝固剤

2.用を足し、汚物を
固めます。

消臭剤

５回×家族３人分×７日

成人の
平均排泄回数

国が
推進する日数

＝１０５回分/週

★食料品やその他日常備蓄については、前号(No.19)をご確認ください！
前号(No.19)は、等々力まちづくりセンターにて配布しております。

ホームページからもご覧いただけます。→

・凝固剤などで固めることができて衛生的なので、平時には旅行や
ドライブに、キャンプやアウトドアにも適しています！お近くの
100円ショップなどで購入できます。

・停電していないか？
・断水していないか？
・排水管は破損していないか？
(水漏れ、床下や天井裏からの水が垂れる音、汚水のにおいに注意)

1.便座にポリ袋をかぶせた後、養生
テープなどで固定し、その上から
携帯トイレを設置します。

4.密閉できる容器で
収集まで保管します。

排水管の損傷がないことを確認できるまで、
トイレを使わないようにしましょう。

ごみ袋2枚と細かく破いた新聞紙でも代用できます。

・例えば3人家族なら…？

トイレットペーパー
も中に入れます。

3.携帯トイレだけを取り出し
空気を抜いて口を強くしばります。
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